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宇
治
一
派
の
末
流
達

ー
ー
宇
治
姓
の
人
形
遣
い
を
中
心
に
｜
｜
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端

咲

子

は
じ
め
に

本
居
宣
長
の
「
在
京
日
記
」
に
は
、
彼
が
京
都
で
見
た
芝
居
な
ど
の
記
事
が
度
々
出
て
く
る
。
例
え
ば
宝
暦
七
年
十
月
一
日
に
は
以

下
の
よ
う
な
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

き
の
ふ
は
、
清
兵
衛
君
と
る
い
し
て
、
筑
後
か
芝
居
見
に
行
た
り
、
初
日
に
て
い
と
に
き
は
し
、
狂
言
は
津
田
女
夫
之
池
と
い
ふ

ふ
る
き
を
、
窒
町
千
畳
敷
と
名
を
改
め
て
す
る
也
、
大
坂
よ
り
大
和
か
の
ほ
り
て
、
け
ふ
よ
り
か
た
る
な
れ
は
、

い
と
に
き
は
、

し
、
道
具
立
い
と
興
あ
る
さ
ま
に
し
な
し
た
り
、
切
り
の
段
千
畳
敷
に
て
、
書
院
庭
の
た
冶
す
ま
ひ
、

い
と
ひ
ろ
う
う
る
は
し
う

し
か
け
た
り
、
此
段
は
人
形
出
っ
か
ひ
に
て
、
大
和
と
長
門
太
夫
と
出
か
た
り
、
い
と
面
白
き
こ
と
也
、
此
大
和
と
い
ふ
は
、
今

あ
め
の
し
た
に
な
ら
ひ
な
き
浄
琉
理
の
上
子
也
け
り
、
（
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
六
巻
）
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京
都
竹
本
座
の
繁
栄
し
て
い
る
様
は
こ
の
日
記
か
ら
あ
り
あ
り
と
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
か
つ
て
京
都
で
繁
栄
し
た
宇
治
一
派

の
最
後
の
消
息
も
又
、
こ
の

『
在
京
日
記
』
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
宝
暦
六
年
六
月
十
日
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
嘉
太
夫
浄
瑠
璃
、

豊
松
大
和
太
夫
の
弟
子
豊
松
縫
殿
を
座
敷
に
呼
ん
で
そ
の
浄
瑠
璃
を
聴
い
た
と
い
う
。
そ
の
浄
瑠
璃
に
対
す
る
彼
の
感
想
は
「
大
方
嘉

太
夫
ふ
し
は
、
今
の
世
に
さ
の
み
も
て
は
や
さ
す
、
女
童
の
耳
と
を
き
や
う
な
れ
と
、
義
太
夫
よ
り
は
、
又
一
き
は
昧
は
ひ
あ
り
て
、

お
も
し
ろ
き
か
た
あ
る
物
也
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
「
今
の
世
に
さ
の
み
も
て
は
や
さ
す
」
。
こ
れ
が
、
宝
暦
当
時
の
宇
治
一
派
の

有
様
で
あ
っ
た
。
宝
永
八
年
の
加
賀
撲
の
死
後
、
そ
の
余
勢
を
以
て
か
ろ
う
じ
て
京
の
地
で
勢
力
を
保
っ
て
い
た
宇
治
一
派
の
そ
の
後

の
去
就
を
追
っ
て
み
た
い
。

宇
治
一
派
の
衰
退

守
屋
毅
氏
が
指
摘
さ
れ
た
享
保
頃
よ
り
の
京
都
劇
壇
の
不
振
と
同
じ
事
が
、
宇
治
一
一
派
の
衰
退
に
も
指
摘
で
き
る
こ
と
は
拙
稿
に
お

（

1）
 

い
で
す
で
に
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
度
々
起
こ
っ
た
火
災
は
物
質
的
な
面
で
も
打
撃
を
与
え
、
宇
治
一
一
派
の
衰
退
へ
の
道
に
一
層
の
拍
車

を
掛
け
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
『
月
堂
見
開
集
』
だ
け
で
も
、
享
保
年
間
に
四
条
周
辺
で
享
保
八
年
五
月
二
日
、
同
九
年
五
月

十
日
、
同
十
五
年
二
月
十
五
日
と
三
度
大
規
模
な
火
災
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
と
に
九
年
と
十
五
年
の
火
災
で
は

大
和
大
路
常
磐
町
の
芝
居
小
屋
が
焼
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
一
冗
文
五
年
に
は
初
代
加
賀
擦
が
浄
瑠
璃
を
上
演
し
た
か
つ
て
の
宇
治
座
で

あ
り
、
そ
れ
以
後
嘉
太
夫
の
名
代
所
持
者
に
受
け
継
が
れ
、
宇
治
一
派
こ
と
に
富
松
薩
摩
の
拠
点
と
な
っ
た
大
和
大
路
常
磐
町
の
芝
居

（

2）
 

小
屋
を
子
放
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
ま
で
な
る
。
さ
ら
に
芝
居
小
屋
を
手
放
し
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
浄
瑠
璃
そ
の
も
の
も
「
竹
豊

故
事
』
（
宝
暦
三
年
）
に
「
当
時
は
此
流
を
語
る
人
も
な
く
絶
果
て
た
る
同
前
、
残
念
の
至
り
」
と
評
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
し
ま
う
。



そ
し
て
、
明
和
元
年
、
『
公
事
方
壁
書
』
「
宮
芝
居
名
前
帳
」
の
宇
治
嘉
太
夫
の
項
の
朱
書
に
よ
れ
ば
、
嘉
太
夫
の
名
代
そ
の
も
の
も
五

条
橋
下
平
居
町
桝
屋
助
十
郎
と
い
う
者
に
譲
り
渡
す
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
桝
屋
助
十
郎
以
後
、
「
宇
治
嘉
太
夫
」
と
い
う
名
は
、

太
夫
や
人
形
遣
い
と
し
て
で
は
な
く
名
代
と
し
て
の
み
残
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
名
代
と
し
て
の
「
宇
治
嘉
太
夫
」
は
明
治
ま

で
存
続
し
、
主
に
四
条
道
場
寺
内
芝
居
の
名
代
と
し
て
番
付
に
名
前
を
残
し
て
い
る
。

（

3）
 

と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
京
都
の
主
な
名
代
は
そ
の
大
方
が
宇
治
一
派
に
占
め
ら
れ
る
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
名
代
を

所
持
し
て
い
た
宇
治
一
派
の
太
夫
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
皆
、
そ
の
二
代
目
以
後
「
宇
治
嘉
太
夫
」
と
同
様
太
夫
と
し
て
で
は
な
く
名
代
と

宇治ー派の末流達

し
て
の
み
残
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
酒
呑
童
子
枕
言
葉
」
の
裏
表
紙
に
竹
本
姓
の
太
夫
が

名
を
連
ね
、
名
代
と
し
て
「
富
松
薩
摩
」
座
本
と
し
て
「
山
本
次
郎
三
郎
」
の
名
が
あ
る
零
葉
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
富
松

薩
摩
」
は
お
そ
ら
く
加
賀
擦
の
弟
子
で
あ
る
初
代
富
松
薩
摩
で
は
な
く
、
享
保
十
五
年
九
月
二
十
七
日
に
名
代
を
譲
ら
れ
た
二
代
目
富

松
薩
摩
で
あ
ろ
う
。
二
代
目
富
松
薩
摩
に
つ
い
て
は
、
享
保
十
五
年
に
名
代
が
譲
ら
れ
た
事
以
外
に
な
ん
ら
資
料
が
な
い
が
、
こ
の
零

葉
か
ら
推
し
て
、
太
夫
と
し
て
で
は
な
く
名
代
所
持
者
と
し
て
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
加
賀
擦
の
弟
子
と
し
て
富
松
薩
摩
と
並

ぶ
の
が
野
田
若
狭
で
あ
る
。
こ
の
野
田
若
狭
の
名
代
は
、
「
歌
舞
伎
事
始
』
に
「
享
保
七
寅
年
九
月
廿
六
日
、
右
伊
太
夫
よ
り
又
弟
竹

本
彦
太
夫
譲
り
受
、
竹
本
若
狭
と
い
へ
り
。
夫
よ
り
延
享
三
年
仲
音
松
へ
譲
、
御
免
あ
り
て
、
竹
本
若
狭
と
成
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

野
田
若
狭
か
ら
そ
の
弟
の
竹
本
彦
太
夫
へ
と
譲
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
竹
本
彦
太
夫
と
は
、
そ
の
「
竹
本
」
と
い
う
姓
か
ら
も

判
る
よ
う
に
、
宇
治
一
派
で
は
な
く
竹
本
座
の
太
夫
の
一
人
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
若
狭
」
と
い
う
名
代
は
宇
治
一
派
か
ら
竹
本
系
へ
と

移
動
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
現
象
は
、
同
じ
京
都
の
「
土
佐
」
と
い
う
名
代
の
移
り
変
わ
り
を
思
い
出
さ
せ
る
。
「
土
佐
」
と
は
延

3 

宝
期
に
宇
治
加
賀
擦
と
並
び
賞
さ
れ
た
京
都
の
太
夫
山
本
角
太
夫
の
受
領
号
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
角
太
夫
没
後
そ
の
名
代
は
所
持
し



4 

て
い
た
角
太
夫
の
息
子
源
助
を
経
て
、
正
徳
五
年
十
二
月
に
源
助
の
従
弟
で
宇
治
一
派
の
一
人
で
あ
る
宇
治
外
記
へ
と
譲
ら
れ
た
。
正

徳
期
、
「
土
佐
」
と
い
う
名
代
は
衰
退
し
つ
つ
あ
る
角
太
夫
系
か
ら
当
時
隆
盛
で
あ
っ
た
宇
治
一
派
へ
と
移
っ
た
。
そ
し
て
享
保
に
な

り
、
今
度
は
「
若
狭
」
と
い
う
名
代
が
衰
退
し
つ
つ
あ
る
宇
治
一
派
か
ら
隆
盛
の
竹
本
系
へ
と
移
っ
た
の
で
あ
る
。
名
代
が
宇
治
か
ら

竹
本
へ
移
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
こ
の

「
若
狭
」

の
事
例
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の

「
若
狭
」

の
名
代
の
移
動
と
同
様
の

動
き
｜
｜
竹
本
座
へ
の
吸
収

i
l
を
実
は
人
形
遣
い
の
中
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

宇
治
座
の
人
形
遣
い

寛
文
の
比
、
江
戸
ニ
小
平
太
と
云
人
形
遣
ひ
の
名
人
有
。
（
中
略
）
近
世
に
ハ
辰
松
八
郎
兵
衛
名
誉
を
顕
ハ
さ
れ
た
り
。
京
都
に

ハ
貞
享
元
禄
の
比
、
お
や
ま
五
郎
兵
衛
。
同
五
郎
右
衛
門
・
大
蔵
善
右
衛
門
。
正
徳
享
保
の
比
、
一
二
升
平
四
郎
・
宇
治
久
五
郎
・

三
十
郎
・
与
八
郎
等
何
れ
も
名
を
得
し
上
子
の
遣
ひ
子
也
。
大
坂
に
ハ
辰
松
氏
・
藤
井
小
三
郎
・
桐
竹
三
右
衛
門
等
の
お
や
ま
の

名
人
有
し
也
。
当
時
立
役
人
形
吉
田
文
三
郎
は
古
今
無
双
の
名
人
也
。
相
次
て
若
竹
東
工
郎
誉
れ
高
し
。
お
や
ま
ハ
今
藤
井
氏
、

男
人
形
に
は
桐
竹
・
吉
田
・
豊
松
・
若
竹
氏
の
中
に
上
手
分
多
し
。
（
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
七
巻
所
収
『
竹
豊
故
事
』
）

ま
ず
最
初
に
宇
治
座
・
宇
治
一
派
と
人
形
遣
い
と
の
関
係
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
右
は

「
竹
豊
故
事
』

の
「
操
人
形
之
故
事
並

名
人
之
遣
手
付
古
今
達
人
之
事
」

で
あ
る
。
「
京
都
に
ハ
」
と
貞
享
元
禄
の
名
人
と
し
て
名
が
挙
が
っ
て
い
る
人
形
遣
い
は
す
べ
て
、

宇
治
座
に
所
属
し
て
い
た
人
形
遣
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、
正
徳
貞
享
の

「
上
手
の
遣
ひ
子
」
も
ま
た
宇
治
一
派
に
関
わ
り
の
あ
る
人
形

遣
い
な
の
で
あ
る
。



最
初
に
出
て
く
る
三
升
平
四
郎
は
、
絵
尽
「
玉
黒
髪
七
人
化
粧
』
の
中
に
人
形
を
遣
っ
て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
絵
尽
「
玉
黒

髪
七
人
化
粧
』
は
元
文
三
年
の
序
文
が
付
さ
れ
て
お
り
、
絵
尽
に
描
か
れ
て
い
る
太
夫
は
豊
松
大
和
太
夫
等
の
享
保
末
か
ら
活
躍
し
だ

し
た
宇
治
一
派
の
太
夫
で
あ
る
。
絵
尽
本
文
中
に
「
ま
さ
姫
の
し
よ
し
ゃ
ご
と
三
升
平
四
郎
で
づ
か
い
大
出
来
ノ
＼
古
今
の
大
あ
た
り

ノ
＼
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
一
二
升
平
四
郎
が
『
玉
黒
髪
七
人
化
粧
』
の
見
せ
場
で
あ
る
「
ま
さ
姫
」
の
七
変
化
を
遣
っ
て
い
る
こ
と
が

判
る
。
こ
の
三
升
平
四
郎
は
享
保
か
ら
元
文
に
か
け
て
宇
治
一
派
の
中
心
的
人
形
遣
い
で
あ
っ
た
。

続
く
三
人
は
、
宇
治
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
宇
治
一
派
に
関
わ
り
の
深
い
人
形
遣
い
と
断
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
中
で
も
宇
治
久
五

宇治一派の末流達

郎
・
三
十
郎
の
二
人
は
、
加
賀
擦
や
宇
治
嘉
太
夫
に
縁
の
あ
る
名
前
で
あ
る
。
嘉
太
夫
の
名
代
の
所
持
者
の
内
、
初
代
で
あ
る
加
賀
擦

は
確
か
に
太
夫
で
あ
っ
た
。
二
代
嘉
太
夫
も
太
夫
と
し
て
絵
入
本
の
脇
題
塞
に
名
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
二
代
嘉
太
夫
で
あ
る
宇
治

久
五
郎
は
、
宇
治
座
の
人
形
遣
い
徳
田
源
八
の
子
で
あ
り
、
人
形
遣
い
で
あ
っ
た
と
い
う
推
定
が
信
多
純
一
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い

（

4）
 

る
。
「
竹
豊
故
事
』
に
出
て
く
る
「
正
徳
享
保
の
比
」
の
「
上
手
の
遣
ひ
手
」
の
一
人
宇
治
久
五
郎
は
こ
の
三
代
嘉
太
夫
で
あ
る
。
宇

治
久
五
郎
事
三
代
目
宇
治
嘉
太
夫
が
死
去
し
た
後
、
享
保
十
一
年
に
嘉
太
夫
の
名
代
を
受
け
継
い
だ
の
は
宇
治
一
門
の
一
人
初
代
の
宇

治
一
二
十
郎
で
あ
る
。
乙
の
四
代
目
嘉
太
夫
も
宇
治
久
五
郎
と
同
じ
く
人
形
遣
い
で
あ
っ
た
。
『
竹
豊
故
事
』
に
宇
治
久
五
郎
に
続
い
て

名
が
挙
が
っ
て
い
る
三
十
郎
と
い
う
の
は
、
こ
の
初
代
宇
治
三
十
郎
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
五
代
目
宇
治
嘉
太
夫
は
元
文
五
年
に
名
代
を

継
承
す
る
。
『
歌
舞
伎
事
始
』
に
は
こ
の
名
代
継
承
の
事
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
右
山
十
郎
よ
り
元
文
五
申
年
今
の
嘉
太

夫
譲
り
請
け
た
り
」
と
あ
り
、
「
今
の
嘉
太
夫
」
と
い
う
所
に
「
人
形
っ
か
ひ
上
手
也
。
宇
治
山
十
郎
事
」
と
い
う
割
り
注
が
付
い
て

い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
宇
治
三
十
郎
の
名
も
絵
尽
「
玉
黒
髪
七
人
化
粧
』
に
見
え
る
。

5 

「
竹
豊
故
事
』
に
あ
る
通
り
、
加
賀
援
生
存
中
の
宇
治
座
に
は
名
高
い
人
形
遣
い
が
多
く
所
属
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
加
賀
擦
没
後
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「
宇
治
座
」
と
い
う
ま
と
ま
り
が
崩
壊
し
た
後
も
、
宇
治
一
派
に
は
名
人
上
手
と
呼
ば
れ
る
有
力
な
人
形
遣
い
が
多
く
い
た
こ
と
も

『
竹
豊
故
事
」
や
絵
尽
か
ら
窺
え
る
の
で
あ
る
。

四

京
都
竹
本
座
の
人
形
遣
い
｜
｜
宇
治
姓
の
人
形
遣
い

「
義
太
夫
年
表
』
を
調
べ
る
と
宝
暦
以
後
「
宇
治
」
を
姓
と
す
る
人
形
遣
い
が
被
数
人
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
「
義
太
夫
年
表
」

つ
ま
り
現
存
番
付
か
ら
知
れ
る
宇
治
姓
の
人
形
遣
い
は
宇
治
久
五
郎
（
宝
暦
十
二
年
頃
か
ら
明
和
七
年
ま
で
）
宇
治
山

（

5）
 

十
郎
（
宝
暦
六
年
）
宇
治
十
五
郎
（
宝
暦
四
年
か
ら
天
明
二
年
ま
で
）
宇
治
五
郎
四
郎
（
宝
暦
四
年
か
ら
宝
暦
十
一
年
ま
で
）
宇
治
清

に
出
て
く
る
、

次
郎
（
宝
暦
十
二
年
か
ら
安
永
元
年
ま
で
）
宇
治
岩
五
郎
（
明
和
七
年
か
ら
天
明
五
年
ま
で
）
宇
治
才
次
郎
（
明
和
二
年
・
京
都
）
宇

治
斎
蔵
（
明
和
七
年
・
京
都
）
宇
治
光
五
郎
（
安
永
二
年
・
伊
勢
古
市
）
宇
治
大
次
郎
（
安
永
五
年
・
京
都
）
宇
治
瀬
治
郎
（
天
明
頃

に
二
度
・
京
都
）
宇
治
清
八

（
寛
政
二
年
・
京
都
）

の
十
二
人
で
あ
る
。
一
二
章
で
挙
げ
た

「
竹
豊
故
事
」
に
は
正
徳
享
保
の
こ
ろ
の

「
上
手
の
遺
ひ
子
」
と
し
て
宇
治
三
十
郎
・
久
五
郎
以
外
に
も
う
一
人
宇
治
与
八
郎
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
絵
尽
「
玉
黒
髪
七
人
化
粧
』

に
も
先
に
挙
げ
た
一
二
升
平
四
郎
・
宇
治
三
十
郎
と
並
ん
で
宇
治
定
五
郎
と
い
う
名
の
人
形
遣
い
が
描
か
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
存
在
か
ら

正
徳
享
保
頃
の
宇
治
一
派
に
は
「
嘉
太
夫
」
と
縁
の
あ
る
宇
治
久
五
郎
・
宇
治
三
十
郎
以
外
に
も
「
宇
治
」
を
姓
と
す
る
人
形
遣
い
が

い
た
こ
と
が
判
る
。
正
徳
以
後
「
宇
治
」
を
姓
と
す
る
人
形
遣
い
の
一
団
が
京
都
に
い
た
。
彼
ら
は
み
な
宇
治
座
及
び
宇
治
一
派
に
関

わ
り
が
深
か
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
宝
暦
以
後
の
番
付
に
出
て
く
る
宇
治
姓
の
人
形
遣
い
達
も
、
宇
治
一
派
に
関
わ
り
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

宝
暦
以
降
の
番
付
に
見
え
る
宇
治
姓
の
人
形
遣
い
の
中
で
、
宇
治
三
十
郎
・
宇
治
久
五
郎
は
、
三
章
で
触
れ
た
通
り
「
嘉
太
夫
」
ゆ



か
り
の
人
形
遣
い
の
名
で
あ
る
。
宝
暦
六
年
二
月
京
都
竹
本
座
上
演
の

『
壇
浦
兜
軍
記
』

で
娘
「
し
ら
梅
」
を
遣
っ
て
い
る
宇
治
三
十

部
は
、
二
代
目
宇
治
三
十
郎
が
宇
治
嘉
太
夫
を
継
承
し
た
後
に
三
十
郎
の
名
を
継
い
だ
三
代
目
の
宇
治
三
十
郎
で
あ
ろ
う
か
。
『
竹
豊

故
事
』
に
出
て
く
る
宇
治
久
五
郎
は
享
保
十
一
年
に
没
し
て
い
る
の
で
、
宝
暦
十
二
年
頃
か
ら
姿
を
現
す
宇
治
久
五
郎
は
そ
の
三
代
嘉

太
夫
で
あ
る
宇
治
久
五
郎
と
は
別
人
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
じ
く
久
五
郎
と
い
う
名
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
『
竹
豊
故
事
」

の
宇
治
久
五
郎
に
縁
の
あ
る
人
形
遣
い
と
考
え
て
よ
い
。
宇
治
三
十
郎
・
宇
治
久
五
郎
が
名
前
を
載
せ
る
の
は
京
都
竹
本
座
の
番
付
の

み
で
あ
る
。
彼
ら
「
嘉
太
夫
」
ゆ
か
り
の
人
形
遣
い
が
竹
本
座
の
人
形
遣
い
と
し
て
宝
暦
以
後
の
京
都
竹
本
座
の
番
付
に
名
を
載
せ
て

宇治」派の末流達

い
る
と
い
う
事
実
は
、
同
時
期
に
宇
治
一
派
の
太
夫
達
が
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
い
た
と
い
う
事
と
相
倹
っ
て
注
目
す
べ
き
事
で
あ
る
。

番
付
に
も
っ
と
も
多
く
名
が
出
る
宇
治
姓
の
人
形
遣
い
は
宇
治
十
五
郎
で
あ
る
。
宝
暦
四
年
か
ら
ほ
ぼ
定
期
的
に
番
付
に
そ
の
名
が

載
っ
て
い
る
。
こ
の
宇
治
十
五
郎
に
つ
い
て
は
、
宇
治
三
十
郎
・
久
五
郎
と
違
い
、
宇
治
一
派
の
一
員
で
あ
る
と
示
す
こ
と
の
で
き
る

現
存
資
料
は
な
い
。

し
か
し
、
ま
ず
「
宇
治
」
と
い
う
姓
で
あ
る
こ
と
、
「
十
五
」
郎
と
い
う
名
か
ら
宇
治
三
十
郎
に
関
係
の
あ
る
人

形
遣
い
で
あ
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
こ
と
か
ら
宇
治
一
派
の
人
形
遣
い
、
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
が

（

6）
 

遣
っ
た
人
形
の
役
々
か
ら
も
窺
え
る
。
「
表
一
」
は
宝
暦
以
後
の
番
付
か
ら
宇
治
十
五
郎
の
み
を
取
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
興
行
の

あ
っ
た
年
月
日
と
座
、
興
行
の
あ
っ
た
土
地
、
演
目
と
宇
治
十
五
郎
が
勤
め
た
役
名
を
纏
め
て
あ
る
。
初
出
は
宝
暦
四
年
正
月
「
愛
護

稚
名
歌
勝
間
』

「
高
し
な
た
ん
正
」
と
「
し
ら
す
か
六
郎
」
で
あ
る
。
翌
宝
暦
五
年
の
正
月
に
は

の

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』

の
桃
井
若

江
之
介
と
斧
九
太
夫
を
遣
っ
て
い
る
。
宝
暦
七
年
正
月
の

「
国
性
爺
合
戦
』

で
は
李
到
天
・
老
一
官
を
、
宝
暦
十
三
年
正
月
の

「
奥
州

安
達
原
』

で
は
安
部
宗
任
・
外
ヶ
浜
南
兵
衛
と
、
初
出
の
宝
暦
四
年
以
来
端
役
で
は
な
い
役
を
遣
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
明
和

7 

元
年
・
二
年
・
九
年
に
は
頭
取
も
勤
め
て
い
る
。
彼
の
名
は
宝
暦
四
年
以
前
の
番
付
に
は
全
く
見
え
な
い
が
、
彼
が
遣
う
人
形
の
役
か
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八
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熊
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ら
し
て
、
宝
暦
四
年
以
前
に
人
形
遣
い
と
し
て
活
躍
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
そ
れ
以
前
か
ら
す
で
に
人
形
遣
い

と
し
て
の
実
績
は
あ
げ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
の
人
形
遣
い
と
し
て
の
活
躍
の
場
は
竹
本
座
で
は
な
く
京
都
の

宇
治
一
派
の
中
で
あ
っ
た
た
め
、
番
付
等
に
名
前
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

宇
治
十
五
郎
の
載
る
番
付
か
ら
は
、
大
き
な
特
徴
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
竹
本
座
の
み
に
出
演
し
て
い
る
と

（

7）
 

い
う
点
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
竹
本
座
は
宇
治
三
十
郎
・
久
五
郎
同
様
に
「
京
都
の
竹
本
座
」
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
る
（
表
一
参
照
）

0

宝
暦
四
年
の
京
都
竹
本
座
創
設
か
ら
明
和
四
年
ま
で
の
聞
に
京
都
竹
本
座
に
出
勤
し
た
人
形
遣
い
は
、
百
人
を
越
え
る
。
彼
ら
の
多
く

は
大
坂
の
竹
本
座
と
京
都
竹
本
座
の
両
方
に
出
勤
し
て
い
る
た
め
、
数
年
の
周
期
で
京
都
竹
本
座
の
番
付
に
姿
を
現
し
た
り
消
し
た
り

し
て
い
る
。
宇
治
十
五
郎
同
様
、
京
都
竹
本
座
創
設
以
来
ほ
ぽ
常
に
京
都
竹
本
座
に
出
勤
し
て
い
る
人
形
遣
い
と
し
て
、
浅
田
勘
十

郎
・
笠
井
庫
十
郎
・
桐
竹
源
十
郎
・
柚
竹
与
八
・
森
竹
藤
四
郎
・
山
本
甚
六
・
吉
田
才
治
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
彼

ら
と
て
も
京
都
竹
本
座
の
み
に
出
勤
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
浅
田
勘
十
郎
・
笠
井
庫
十
郎
は
宝
暦
六
年
頃
か
ら
共
に
京
都
竹
本
座

の
頭
取
を
勤
め
て
い
る
。
前
者
は
京
都
竹
本
座
創
設
以
前
は
大
坂
の
豊
竹
座
や
竹
本
座
に
出
勤
し
て
お
り
、
後
者
は
京
都
竹
本
座
創
設

以
後
も
、
宝
暦
十
三
年
・
明
和
元
年
に
は
大
坂
の
竹
本
座
に
出
勤
し
て
い
る
。
桐
竹
源
十
郎
は
、
京
都
竹
本
座
創
設
以
前
及
び
宝
暦

五
・
六
年
に
大
坂
の
竹
本
座
に
出
勤
し
て
い
る
。
宝
暦
五
年
の
番
付
か
ら
頭
取
を
勤
め
て
い
る
吉
田
才
治
も
ま
た
、
京
都
竹
本
座
創
設

以
前
及
び
明
暦
元
年
か
ら
四
年
の
聞
大
坂
の
竹
本
座
に
出
勤
し
て
い
る
。
残
り
の
三
人
（
柚
竹
与
八
・
森
竹
藤
四
郎
・
山
本
甚
六
）

lま

宇
治
十
五
郎
同
様
に
宝
暦
五
年
の
番
付
か
ら
突
然
姿
を
現
し
た
人
形
遣
い
で
あ
る
。
現
存
の
番
付
類
を
見
る
限
り
、
柚
竹
与
八
が
宝
暦

十
三
年
二
月
に
一
度
だ
け
大
坂
の
竹
本
座
に
出
勤
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
京
都
竹
本
座
の
み
に
出
勤
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
柚
竹

与
八
が
明
和
元
年
か
ら
三
年
ま
で
、
森
竹
藤
四
郎
が
明
和
元
年
以
降
、
山
本
甚
六
が
明
和
三
年
・
四
年
に
京
都
竹
本
座
の
番
付
の
中
に



出
て
こ
な
い
時
期
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
二
年
、
三
年
の
間
姿
を
見
せ
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
間
彼
ら
が
大
坂
の
竹
本
座
に
出
勤
し
て
い

た
可
能
性
は
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
毎
回
京
都
竹
本
座
の
番
付
に
名
前
を
載
せ
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
京
都
竹
本
座
以
外
に
は
姿

（

8）
 

を
あ
ら
わ
さ
な
い
人
形
遣
い
と
い
う
の
も
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全
体
の
割
合
と
し
て
は
、
京
都
竹
本
座
の
み
に
出
勤
し
て
い
る

人
形
遣
い
よ
り
、
京
都
へ
も
大
坂
へ
も
出
勤
し
て
い
る
人
形
遣
い
の
方
が
遥
か
に
多
い
。
そ
う
し
た
中
、
宇
治
十
五
郎
は
宝
暦
五
年
以

後
ほ
ぽ
毎
回
京
都
竹
本
座
に
出
勤
し
て
お
り
、
大
坂
の
竹
本
座
に
は
出
勤
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
宇
治
十
五
郎
の
よ
う
に
主
役
級
の

人
形
を
も
遣
え
る
人
形
遣
い
の
中
で
は
、
こ
れ
は
特
異
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
こ
の
宝
暦
四
年
か
ら
明
和
四
年
ま
で

宇治一派の末流達

の
間
京
都
竹
本
座
の
み
に
出
勤
と
い
う
こ
と
は
、
先
に
挙
げ
た
宇
治
姓
の
人
形
遣
い
達
全
て
に
当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
宇
治
十
五
郎
及
び
そ
の
他
の
宇
治
姓
の
人
形
遣
い
｜
｜
殊
に
「
嘉
太
夫
」
ゆ
か
り
の
宇
治
三
十
郎
・
久
五
郎
ー
ー
の
動

き
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
宇
治
一
派
の
浄
瑠
璃
は
宝
暦
頃
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
僅
か
に
残
っ
た

太
夫
達
は
、
本
居
官
一
長
の

『
在
京
日
記
』
に
あ
る
よ
う
に
座
敷
に
呼
ば
れ
て
浄
瑠
璃
を
語
る
「
座
敷
浄
瑠
璃
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
可
能
性
が
高
い
。
「
座
敷
浄
瑠
璃
」
化
し
た
宇
治
一
派
の
中
に
は
人
形
遣
い
の
居
所
は
な
い
。
も
と
も
と
人
形
遣
い
は
太
夫
と
違
い
、

宇
治
系
と
竹
本
系
で
殊
更
に
使
い
方
が
異
な
る
は
ず
も
な
く
、
居
場
所
の
無
く
な
っ
た
宇
治
一
派
の
人
形
遣
い
が
、
当
時
京
都
へ
進
出

し
定
着
・
繁
栄
し
よ
う
と
し
て
い
た
京
都
の
竹
本
座
へ
と
大
挙
し
て
移
動
し
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

二
章
で
述
べ
た
と
お
り

宇
治
一
振
が
衰
退
し
始
め
た
享
保
に
「
若
狭
」
と
い
う
名
代
は
竹
本
座
系
の
太
夫
へ
と
移
動
し
た
。
そ
し
て
今
度
は
、
人
形
遣
い
た
ち

が
こ
ぞ
っ
て
竹
本
座
へ
と
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、
「
京
都
」
と
い
う
限
定
付
き
の
竹
本
座
へ
の
吸
収
で
あ
っ
た
。
そ

（

9）
 

の
開
設
に
伴
う
問
題
と
合
わ
せ
る
と
、
宇
治
一
派
の
人
形
遣
い
を
受
け
容
れ
た
京
都
竹
本
座
の
方
に
も
宇
治
一
一
派
の
人
形
遣
い
を
そ
の

11 

ま
ま
集
団
で
受
け
容
れ
る
素
地
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
「
衰
退
し
て
絶
え
果
て
た
る
同
前
」
の
宇
治



12 

一
派
の
勢
力
の
内
、
少
な
く
と
も
人
形
遣
い
の
み
は
衰
退
し
た
の
で
は
な
く
「
京
都
の
竹
本
陸
」
に
残
っ
た
と
積
極
的
に
評
価
で
き
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
明
和
以
降
に
現
れ
る
宇
治
姓
の
人
形
遣
い
は
、
宝
暦
四
年
に
竹
本
座
へ
移
動
し
た
人
形
遣
い
で
は
な
く
、
京
都
竹

本
座
の
中
で
新
た
に
作
ら
れ
た
「
人
形
遣
い
宇
治
一
派
」
の
中
で
生
ま
れ
た
人
形
遣
い
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

五

お
わ
り
に

以
上
、
宇
治
一
派
の
太
夫
達
の
消
息
が
途
絶
え
た
宝
暦
以
後
、
京
都
竹
本
座
に
い
た
宇
治
一
一
派
の
末
育
と
考
え
ら
れ
る
宇
治
姓
の
人

形
遣
い
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
彼
ら
を
受
け
容
れ
た
京
都
竹
本
座
の
実
態
等
ま
だ
ま
だ
考
察
の
余
地
は
あ
る
も
の
の
、

一
日
一
こ
こ

で
止
め
る
こ
と
と
す
る
。
竹
本
座
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

最
後
に
明
和
四
年
の
竹
本
座
退
転
後
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
宇
治
十
五
郎
は
京
都
の
扇
谷
和
歌
太
夫
座
・
伊
勢
の
古
市
・

大
坂
稲
荷
の
豊
竹
生
駒
座
な
ど
に
出
て
い
た
ら
し
い
。
天
明
二
年
の
豊
竹
生
駒
太
夫
座
へ
の
出
演
を
最
後
に
宇
治
十
五
郎
の
名
は
消
え

る
。
安
永
頃
、
宇
治
岩
五
郎
等
は
大
坂
・
名
古
屋
・
伊
勢
な
ど
の
興
行
に
参
加
し
て
い
た
ら
し
い
。
宇
治
姓
の
人
形
遣
い
の
中
で
一
番

最
後
に
記
録
に
出
る
の
は
、
寛
政
二
年
正
月
四
条
北
側
東
芝
居
に
出
て
い
る
宇
治
清
八
の
名
前
で
あ
る
。
こ
れ
を
最
後
に
、
名
代
と
し

て
の

「
宇
治
嘉
太
夫
」
を
除
く
と
宇
治
一
派
の
消
息
は
全
く
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。

注
（

1）
 

（

2）
 

「
加
賀
嫁
没
後
の
宇
治
一
派
」
（
「
演
劇
研
究
会
会
報
』
第
M
号）

「
荻
野
家
文
書
』
に
「
常
盤
町
宇
治
実
賀
擦
儀
、
芝
居
屋
舗
書
入
レ
家
質
銀
倍
請
候
処
、
元
利
弐
拾
壱
貫
目
相
滞
候
ニ
付
、
芝
居
屋
舗
町



宇治一派の末流達

中
え
引
取
、
銀
子
相
弁
可
申
旨
、
元
文
五
中
五
月
十
九
日
、
於
東
御
番
所
木
村
勝
右
衛
門
殿
被
仰
渡
候
ニ
付
、
町
中
引
取
銀
子
上
納
致
候
。
」

と
い
う
記
事
が
あ
る
。

（3
）
信
多
純
一
氏
「
京
都
に
於
け
る
宇
治
加
賀
嫁
」
（
『
近
世
文
芸
』
創
刊
号
）

（4
）
注
（
3
）

（5
）
番
付
に
よ
っ
て
は
「
宇
治
重
五
郎
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

（6
）
京
都
竹
本
座
創
設
は
宝
暦
三
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
番
付
が
残
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
宝
暦
四
年
か
ら
を
対
象
と
す
る
。

（7
）
明
和
元
年
五
月
の
大
坂
竹
本
座
へ
の
出
演
と
明
和
五
年
の
伊
勢
で
の
興
行
、
安
永
七
年
の
名
古
屋
で
の
興
行
、
天
明
二
年
の
大
坂
稲
荷
の

豊
竹
生
駒
太
夫
の
芝
居
へ
の
出
演
の
四
回
の
み
が
例
外
で
あ
る
。
こ
の
内
、
明
和
一
冗
年
の
大
坂
竹
本
座
へ
の
出
演
は
『
外
題
年
鑑
」
明
和
本

に
「
京
都
新
作
尤
京
座
中
大
坂
へ
引
相
勤
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
京
都
の
竹
本
座
が
一
座
で
大
坂
に
移
つ
て
の
興
行
で
あ
り
、
「
京
都
の
竹
本

座
」
に
準
じ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（8
）
宝
暦
四
年
の
京
都
竹
本
座
の
番
付
に
突
然
姿
を
現
し
、
そ
の
時
点
で
す
で
に
そ
こ
そ
こ
の
役
の
人
形
を
遣
い
、
京
都
竹
本
座
に
の
み
出
勤

し
て
い
る
人
形
遣
い
の
中
に
は
、
宇
治
姓
の
人
形
遣
い
以
外
の
か
つ
て
の
宇
治
一
派
の
人
形
遣
い
が
他
に
も
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（9
）
『
黄
金
時
代
の
浄
瑠
璃
と
そ
の
後
』
（
岩
波
講
座
歌
舞
伎
・
文
楽
第
九
巻
）
第
三
部
「
竹
本
座
・
豊
竹
座
の
下
降
期
」
第
一
章
「
宝
暦
期

の
大
坂
と
竹
本
座
・
竹
田
一
族
」
に
お
い
て
多
治
比
郁
夫
氏
は
京
都
竹
本
座
の
開
設
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
竹
本
座
か
ら
の
独
立
を
画
策
す
る

吉
田
文
三
郎
を
懐
柔
す
る
た
め
の
二
代
出
雲
の
手
段
で
あ
り
、
「
竹
本
座
と
い
う
枠
を
は
め
た
上
で
文
三
郎
の
独
立
興
行
の
意
志
を
叶
え
た

の
で
あ
る
o
」
と
さ
れ
て
い
る
。
当
初
の
目
的
と
し
て
は
、
大
坂
の
竹
本
座
の
出
店
で
あ
っ
て
尚
か
つ
竹
本
座
か
ら
は
独
立
し
て
い
る
と
い

う
性
格
が
京
都
竹
本
座
に
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
宇
治
一
派
の
人
形
遣
い
を
取
り
込
む
下
地
が
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
る

事
が
で
き
る
。

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）
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